
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方

　

令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
に
係
る
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
や
国
・
県
の
政
策
動

向
を
捉
え
な
が
ら
、「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ

ラ
ン
ド
構
想
」
の
基
軸
で
あ
る

　

１　

白
い
森
の
国
を
担
う
「
人
」
づ
く
り

　

２　

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
環
境
」
づ
く
り

　

３　

白
い
森
を
舞
台
と
す
る
活
き
活
き
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
暮
ら
し
」
づ
く
り

　

４　

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
４
つ
の
柱
に
沿
っ
て
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
施
策
の
構
築
に
あ
た
り
、

「
先
を
見
る
目
」
、「
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」
、「
町

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
」
と
い
う
視
点
で
精

査
し
た
上
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
て
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

  

小
国
町
議
会
３
月
定
例
会
が
３

小
国
町
議
会
３
月
定
例
会
が
３

月
６
日
か
ら

月
６
日
か
ら
1818
日
ま
で
開
催
さ

日
ま
で
開
催
さ

れ
、
令
和
７
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

れ
、
令
和
７
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
と
そ
の
予
算
が
決
ま
り
ま

の
方
針
と
そ
の
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は

8787
億
８
０
０
０
万
円
で
、
特
別
会

億
８
０
０
０
万
円
で
、
特
別
会

計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
予
算
総
額
１
３
６
億
５
１
８
３

計
予
算
総
額
１
３
６
億
５
１
８
３

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
令
和
７
年
度
に
お
け
る

　

今
月
は
令
和
７
年
度
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
示
す

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
示
す

施
政
方
針
と
予
算
の
主
な
概
要
を

施
政
方
針
と
予
算
の
主
な
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

施

政

方

針

施

政

方

針

はじめに
　現在、私たちは急速な人口減少や少子高齢化による地域社会の激しい変化、気候変動に伴う

災害の激甚化、国際秩序の不安定化によるサプライチェーンの混乱など、これまでに経験した

ことがない多様かつ複雑な課題に直面しています。

　このような時代にこそ、誰もが誇りと希望を持ち、安心して暮らせる「白い森の国おぐに」

を実現するため、現在に至るまでの歴史を刻んできた先人たちの思いに心を寄せ、その精神に

学びながら、新たな時代に向かって力強くまちづくりにまい進してまいります。



■
出
産
、
子
育
て
の
負
担
軽
減

　

出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
定
期
妊
婦

健
診
費
用
を
助
成
す
る
ほ
か
、
国

の
制
度
を
活
用
し
た
妊
婦
支
援
給

付
金
と
町
独
自
の
出
産
支
援
金
を

交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
産
後
の
心

身
不
調
や
育
児
負
担
等
の
支
援
を

行
う
産
後
ケ
ア
の
体
制
確
保
や
、

乳
幼
児
健
診
を
は
じ
め
両
親
学

級
、
子
ど
も
の
食
育
事
業
な
ど
を

継
続
し
ま
す
。

■
保
育
料
の
完
全
無
償
化

　

従
来
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
保
育
料
の
無
償
化
に
加
え
、
本

年
度
か
ら
拡
充
さ
れ
る
県
の
支
援

制
度
を
活
用
し
て
、
新
た
に
０
歳

か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
を
無
償
と

し
、
保
育
料
の
完
全
無
償
化
を
実

施
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
活
用

　

前
年
度
リ
リ
ー
ス
し
た
母
子
健

康
手
帳
と
子
育
て
支
援
機
能
を
兼

ね
備
え
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
「
お
ぐ
に
子
育
て
ア
プ
リ
『
お

ぐ
に
こ
』
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

子
ど
も
の
健
康
診
断
や
各
種
予
防

接
種
の
調
整
な
ど
利
便
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

■
遊
び
と
交
流
の
場
を
提
供

　

子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
と
子

育
て
世
代
の
交
流
の
創
出
を
図
る

た
め
、
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
毎
月
１
回
程

度
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
休
日

開
放
を
行
い
ま
す
。

■
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新

　

小
中
学
生
に
一
人
一
台
配
布
し

て
い
る
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
つ
い
て
、
計
画
的
な
更
新
を
図

る
こ
と
と
し
、
本
年
度
は
中
学
生

用
の
端
末
を
更
新
し
ま
す
。

■
保
小
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　

質
の
高
い
教
育
環
境
を
確
保
し

な
が
ら
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

力
を
は
ぐ
く
む
「
白
い
森
お
ぐ
に

保
小
中
高
一
貫
教
育
」
を
推
進
す

る
た
め
、
学
習
支
援
員
や
学
力
充

特集　特集　令和７年度施政方針および予算

白
い
森
の
国
を
担
う

白
い
森
の
国
を
担
う
「
人
」

「
人
」
づ
く
り

づ
く
り

▲遊びと交流の場を提供する「あそびの広場」（健康管理センター） 

▲�昨年12月７日に開催された白い森おぐに教育フォーラ
ムでは各校が活動内容を発表した

実
支
援
員
等
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
専
門
家
に
よ
る
支
援
の
拡
充

な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
教
育

相
談
員
の
配
置
や
臨
床
心
理
士
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
継

続
し
、
個
々
に
対
応
し
た
適
切
な

支
援
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

■
小
国
高
校
魅
力
化
の
推
進

　

山
形
県
立
小
国
高
校
で
は
、「
地

域
み
ら
い
留
学
３
６
５
」
及
び
「
白

い
森
留
学
」
に
よ
り
、
17
人
程
度

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
留
学
生
が
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
受

入
環
境
の
整
備
や
地
域
活
動
に
対

し
て
支
援
を
行
う
ほ
か
、
留
学
生

の
寮
生
活
を
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
す

る
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
を
配
置
し
ま

す
。
ま
た
、
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
と

地
域
が
協
働
す
る
仕
組
み
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
一
般
財

団
法
人
地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
連
携
し
な
が

ら
、
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

広報おぐに　2025.4
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■
住
環
境
整
備
の
支
援

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
加
え
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー

ブ
の
購
入
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
継
続

し
、
本
町
の
自
然
条
件
や
特
性
に

適
し
た
住
み
や
す
い
居
住
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
う
と
と
も

に
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
出

没
要
因
と
な
る
不
要
果
樹
の
伐
採

や
、
電
気
柵
の
設
置
、
狩
猟
免
許

取
得
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
整
備
し
た
Ａ

Ｉ
鳥
獣
監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
や
農

作
物
被
害
防
止
に
つ
な
げ
ま
す
。

 

■
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
整
備
促
進

　

令
和
５
年
11
月
に
山
形
県
側
の

10
・
６
㎞
区
間
が
着
工
さ
れ
、
山

間
部
の
道
路
改
良
や
橋
脚
の
建
設

な
ど
工
事
が
進
ん
で
い
る
新
潟
山

形
南
部
連
絡
道
路
小
国
道
路
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
建
設
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
全
線
の
早

期
完
成
に
向
け
た
運
動
を
積
極
的

に
展
開
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
復
旧
に
係
る
要
望
活
動

　

令
和
４
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り

一
部
区
間
不
通
と
な
っ
て
い
る
Ｊ

Ｒ
米
坂
線
に
つ
い
て
、
米
坂
線
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
民
間
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
国
や
Ｊ
Ｒ
等
に
対
し
、

早
期
復
旧
に
係
る
要
望
活
動
等
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
町
道
等
の
整
備

　

町
道
長
者
原
内
川
線
、
西
田
沢

頭
線
の
整
備
を
継
続
す
る
ほ
か
、

前
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
沼
沢

地
内
の
町
道
川
下
明
沢
線
の
道
路

拡
幅
に
向
け
た
用
地
測
量
及
び
詳

細
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
に
、
新
股
・
河
原
角

簡
易
水
道
の
配
水
池
に
至
る
町
道

九
才
沢
河
原
角
線
の
改
良
工
事
並

び
に
町
道
湯
沢
長
者
原
線
、
長
者

原
温
身
平
線
の
う
ち
長
者
原
か
ら

奥
川
入
ま
で
の
舗
装
改
修
に
着
手

し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
飯
豊
山
荘
手
前
の

天
狗
橋
ほ
か
３
橋
の
補
修
工
事
と

栄
町
地
内
二
の
滝
橋
な
ど
４
橋
の

補
修
設
計
を
進
め
ま
す
。

■
冬
季
間
の
安
全
安
心
な
生
活
環
境
の
確
保

　

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
周
り
や
住

宅
道
路
の
除
雪
経
費
を
支
援
す
る

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く
「
環
境
」

「
環
境
」
づ
く
り

づ
く
り

特集　特集　令和７年度施政方針および予算

▲米坂線全線復旧を願って開催された米坂線絆まつり

■
移
住
・
定
住
の
促
進

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
移
住
者
に

よ
る
町
の
魅
力
の
配
信
、
移
住
を

検
討
し
て
い
る
か
た
と
地
域
と
を

結
ぶ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
運
営

な
ど
を
通
じ
て
、
情
報
発
信
の
強

化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
移
住
者
が

居
住
す
る
た
め
に
実
施
す
る
空
き

家
の
改
修
費
を
支
援
し
ま
す
。

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
は
、
令
和
７
年
度
内
の
完
成
を

目
指
し
て
着
実
に
進
め
ま
す
。
ま

た
、
お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

や
町
民
プ
ー
ル
、
町
民
広
場
な
ど

周
辺
一
帯
の
土
地
利
用
の
あ
り
方

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

▲（仮称）次期総合センター完成予定図
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ほ
か
、
町
民
税
非
課
税
の
高
齢
者

世
帯
等
に
対
す
る
、
暖
房
用
灯
油

購
入
費
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
運
行

　

通
院
や
買
い
物
、
学
校
の
登
下

校
等
の
利
用
実
態
と
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

効
率
的
な
ダ
イ
ヤ
編
成
に
努
め
な
が

ら
、
町
営
バ
ス
３
路
線
と
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
４
路
線
の
運
行
を
確
保
す

る
ほ
か
、
北
部
線
の
デ
マ
ン
ド
化
に

向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
災
害
時
の
対
応
強
化

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
要
支
援

者
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
推
進

し
、
災
害
時
に
お
け
る
自
助
、
共

助
の
体
制
づ
く
り
を
誘
導
し
ま

す
。
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る

飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
の
備
蓄
品

を
、
計
画
的
に
更
新
配
備
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
お
よ
び
工
業
用
水
の
維
持
管
理

　

上
水
道
事
業
で
は
、
設
備
や
機

器
等
の
適
正
な
更
新
に
よ
る
長
寿

命
化
を
図
り
、
持
続
可
能
か
つ
安

定
的
な
水
道
事
業
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
本
年
度
は
、
漏
水
調
査

及
び
配
水
管
路
の
更
新
を
実
施
す

る
ほ
か
、
兵
庫
舘
及
び
岩
井
沢
地

内
に
配
水
管
仕
切
弁
を
設
置
し
、

漏
水
工
事
等
の
際
に
断
水
が
生
じ

る
区
域
の
縮
小
を
図
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
令
和
２
年
度

に
策
定
し
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
小
国
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
脱
水
設
備
を
更
新

す
る
ほ
か
、
下
水
道
管
路
台
帳
を
電

子
化
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
と
管
理

の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

　

工
業
用
水
道
事
業
で
は
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
浄
水
場
の
電
源

装
置
を
更
新
し
ま
す
。

▲東原地区住民によるバケツリレー（総合防災訓練）

白
い
森
を
舞
台
と
す
る

活
き
活
き
と
し
た 「
暮
ら
し
」
づ
く
り

■
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
の
実
現

　

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
都
市
部
に
お

け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を

継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
や
「
白
い
森
お
ぐ
に
」
フ
ァ
ン

が
交
流
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
に

取
り
組
む
ほ
か
、
町
内
宿
泊
施
設

等
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
を
活
用
し

た
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
等
を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
民
間
事
業
者
が

実
施
す
る
特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支

援
す
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
創
出
の
推
進

　

関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
本

町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
を
は
じ

め
と
し
た
豊
か
で
多
様
な
森
林
資

源
を
活
か
し
、
健
康
や
食
、
文
化
、

運
動
等
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
す

る
企
業
の
誘
致
や
ガ
イ
ド
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
林
業
経
営
の
振
興

　

前
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
航
空

レ
ー
ザ
ー
測
量
の
デ
ー
タ
に
よ
る

森
林
資
源
解
析
の
成
果
を
活
用
し

て
、
森
林
境
界
図
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
土
地
の
所
有
者
に
対
し

て
今
後
の
管
理
意
向
を
調
査
す
る

た
め
、対
象
森
林
の
抽
出
を
行
い
、

特集　特集　令和７年度施政方針および予算

▲企業向けのモニターツアーを実施（森林サービス産業）
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特集　特集　令和７年度施政方針および予算

適
正
な
森
林
管
理
に
よ
る
林
業
振

興
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
農
業
の
担
い
手
確
保
と
育
成

　

国
の
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
事
業
費
補
助
金
及
び
本
町
独
自

の
創
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業
給

付
金
に
よ
り
、
就
農
初
期
段
階
の

経
営
安
定
化
を
支
援
し
ま
す
。

　
■
農
村
環
境
の
保
全
活
動
支
援

　

多
面
的
機
能
支
払
事
業
を
継
続

し
、
地
域
共
同
に
よ
る
農
地
や
農

業
用
施
設
の
維
持
・
管
理
活
動
と

農
村
環
境
の
保
全
活
動
を
支
え
る

ほ
か
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
を
活
用
し
、
農
作
物
の
生
産

条
件
が
不
利
な
傾
斜
地
等
で
の
農

業
生
産
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
農
業
所
得
と
生
産
性
の
向
上
へ

　

水
稲
の
生
産
振
興
の
取
り
組
み

と
し
て
、
作
付
け
拡
大
に
つ
な
げ

る
た
め
、
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
価

格
高
騰
へ
の
対
応
や
品
質
水
準
の

確
保
に
必
要
な
土
づ
く
り
資
材
等

の
購
入
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定

化
と
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
町

有
牛
の
貸
し
付
け
を
行
う
ほ
か
、

市
野
沢
放
牧
場
を
引
き
続
き
開
設

す
る
と
と
も
に
、
牧
草
地
の
整
備

に
使
用
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
更
新

し
ま
す
。

■
道
の
駅
白
い
森
お
ぐ
に
の
活
用

　

芝
生
広
場
及
び
植
栽
し
た
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
７
０
０
０
本
、
リ
ン

ド
ウ
５
０
０
０
本
等
の
適
正
な
管

理
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
憩
い

の
場
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
誘
客
の
拡
大
に
向
け
、

道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
町

民
花
火
大
会
を
含
め
た
夏
ま
つ
り

の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

■
町
内
消
費
の
拡
大
と
産
業
振
興

　

小
国
町
商
工
会
が
実
施
す
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
町
内

の
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
ほ
か
、
白
い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ
に
お
け
る
空

き
店
舗
の
利
活
用
や
賑
わ
い
づ
く

り
に
取
り
組
む
小
国
い
き
い
き
街

づ
く
り
公
社
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

■
人
材
確
保
に
向
け
た
支
援

　

町
内
企
業
に
就
職
し
た
新
社
会

人
と
町
内
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

外
国
人
労
働
者
と
の
交
流
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
新
社
会
人
に

就
職
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
予
防
接
種
受
診
の
支
援
拡
充

　

乳
幼
児
及
び
学
童
へ
の
定
期
予

防
接
種
や
中
学
生
ま
で
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ほ
か
、
高

齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
に

加
え
、
新
た
に
帯
状
疱
疹
な
ど
の

予
防
接
種
を
支
援
し
ま
す
。

■
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て

　

生
活
習
慣
病
や
加
齢
に
伴
う
心

身
機
能
の
低
下
等
を
予
防
す
る
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
家
庭
の
電

気
の
使
用
状
況
か
ら
日
常
生
活
に

お
け
る
活
動
量
を
推
計
し
、
個
別

に
健
康
増
進
の
働
き
か
け
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
生
活
習
慣

の
改
善
を
図
る
た
め
、
小
国
町
健

康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▲５年ぶりの夏まつりを楽しむ子どもたち

▲昨年10月23日に開催した健康づくり講演会

広報おぐに　2025.4
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持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

　※施政方針の全文は町ホームページにて公開しております。

■
職
員
の
人
材
育
成
と
民
間
人
材

の
活
用

　

職
員
の
人
材
育
成
と
し
て
、
内

閣
官
房
と
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
に
各
１
人
、
ま
た

全
国
町
村
会
主
催
の
地
域
農
政
未

来
塾
に
研
修
生
を
派
遣
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
民
間
の
知
識
や
経
験

な
ど
を
生
か
し
、「
白
い
森
ま
る

ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
を
推
進
す

る
た
め
、
国
の
地
方
創
生
人
材
支

援
制
度
及
び
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
を
活
用
し
た
人
材
と
し
て
、

民
間
企
業
か
ら
１
人
を
受
け
入
れ

ま
す
。

■
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進

　

前
年
度
に
整
備
し
た
統
合
型
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
を
活
用

し
、
各
種
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
一
元
管
理
を
推
進
し
、
行
政
事

務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

国
が
進
め
る
地
方
自
治
体
の
基
幹

業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
効
果
的
な
活
用

　

各
種
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る

事
業
に
活
用
し
、
本
町
を
応
援
す

る
多
様
な
か
た
が
た
の
思
い
が
反

映
さ
れ
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

▲統合型地理情報システムを業務に活かすため説明会を実施

■
介
護
医
療
院
へ
の

入
所
機
能
移
行
の
推
進

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
介
護
・

医
療
に
係
る
需
要
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
病
院
併
設
型
小
規
模

介
護
医
療
院
に
介
護
老
人
保
健
施

設
「
温
身
の
郷
」
の
入
所
機
能
移

行
を
進
め
ま
す
。

■
が
ん
患
者
を
支
援

　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
整

具
の
購
入
費
、
山
形
大
学
医
学
部

附
属
病
院
に
お
け
る
公
的
保
険
の

適
用
と
な
ら
な
い
重
粒
子
線
治
療

の
受
診
を
支
援
し
、
治
療
と
就
労

の
両
立
及
び
療
育
生
活
の
質
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

■
人
工
透
析
患
者
を
支
援

　

人
工
透
析
に
係
る
送
迎
を
実
施

し
、
町
外
に
通
院
し
て
い
る
透
析

患
者
の
身
体
的
、
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心

し
て
通
院
で
き
る
環
境
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
送
迎
事
業
を
利
用

さ
れ
な
い
か
た
へ
の
交
通
費
を
助

成
し
ま
す
。

むすびに
　人工知能の加速度的な進化が社会全体に大変革をもたらすと言われています。しかし、その

ような時代にあっても、これから起こる変化を見通した上で、普遍的な価値を踏まえた社会を

構築していくことが重要です。

　そのような視点を持って、今年度もわくわくするまちづくりに取り組んでまいりますので、

皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願いいたします。

▲�ふるさと納税でいただいた寄付金は
様々な事業で活用されています

広報おぐに　2025.4
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　令和７年度予算が、小国町議会３月定例会で可決されました。一般会計予算は87億 8,000万円。前年度

より25.4％、17億8,000万円の増額となりました。一般会計と特別会計、企業会計を合わせた町予算の総額は、

136億 5,183万３千円。昨年度に比べ17億 4,078万４千円（14.6％）の増額となりました。

　歳入では、町税は町内中核企業の業績が安定していることや、企業の設備投資等の要因により、固定資

産税の増額を見込んでおり、前年度比4.7％増の12億 3,310万１千円となりました。歳出では、おぐに開

発総合センターの老朽化に伴う次期総合センター建設事業などにより、総務費が前年度比68.6％増の32億

7,097万３千円となりました。

※令和７年度予算については、４月17日の駐在員文書で配布される「令和７年度予算のあらまし」でも詳

しく紹介しています。是非、ご覧ください。

新年度予算概要

【 歳 入 】

■町税　住民の皆さんや法人などに納めていただく税金
（町民税・固定資産税・たばこ税・軽自動車税など）
■地方交付税　市町村の財政状況に応じて、国から交付
されるお金。自治体間の財政力の不均衡をなくし、一
定の行政サービスを行うことができるよう国税（所得
税・酒税・消費税など）として集められた税金のうち、
一定割合を再分配したもの

■町債　町の借入金（借金）
■国・県支出金　市町村が行う特定の事業に対して、国
や県から交付されるお金

【 歳 出 】

■総務費　町の運営や選挙、地域づくりなどに関する経費
■民生費　障がい者福祉、高齢者福祉、子育て支援などの経費
■衛生費　生活環境の保全、疾病予防、健康増進などの経費
■農林水産業費　農林水産業の振興・支援や基盤整備などに関
する経費

■商工費　商工業や観光振興のための経費
■土木費　道路や河川、公営住宅、公園を整備・管理するため
の経費

■教育費　教育や生涯学習、文化・スポーツなどの振興を図る
ための経費

■公債費　事業を行うため借りた町債の元金・利息などを支払
う経費

■一般会計

■特別会計

国民健康保険事業

部 落 有 財 産

訪 問 看 護

介 護 保 険

後期高齢者医療

87億 8,000万円

６億8,613万円

9,304万円

8,412万円

10億 2,913万円

１億3,074万円

■企業会計

病 院 事 業

老人保健施設事業

水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

13億 3,007万２千円

４億3,258万円

２億5,105万６千円

1億 5,935万１千円

6,727万２千円

６億834万２千円 

令和７年度各会計予算総額 136 億 5,183 万円３千円
（前年度比14.6％増）

【令和７年度各会計予算】

（25.4％）

（▲2.0％）

（▲3.1％）

（13.4％）

（▲6.6％）

（▲4.0％）

語 句 の 説 明

令 和 年７ 度 予 算

（0.2％）

（1.8％）   

（27.0％）

（11.5％）

（51.2％）

（▲8.5％）

一 般 会 計一 般 会 計

歳 出歳 出

議会費議会費
8,681万５千円8,681万５千円

総務費総務費
32億 7,097万３千円32億 7,097万３千円

民生費民生費
13億 500万７千円13億 500万７千円

衛生費衛生費
４億8,916万４千円４億8,916万４千円

諸支出金・予備費諸支出金・予備費
501万円501万円

公債費公債費
８億7,193万３千円８億7,193万３千円

災害復旧費災害復旧費
256万１千円256万１千円

教育費教育費
５億8,049万５千円５億8,049万５千円
消防費消防費
３億4,569万５千円３億4,569万５千円

土木費土木費
12億 651万１千円12億 651万１千円

商工費商工費
３億1,321万９千円３億1,321万９千円

農林水産業費農林水産業費
２億9,707万６千円２億9,707万６千円

労働費労働費
554万１千円554万１千円

一 般 会 計一 般 会 計

歳 入歳 入

町税町税
12億 3,310万１千円12億 3,310万１千円

使用料および手数料使用料および手数料
7,333万７千円7,333万７千円

分担金および負担金分担金および負担金
636万４千円636万４千円

繰入金繰入金
５億4,223万５千円５億4,223万５千円

その他その他
３億157万８千円３億157万８千円

地方譲与税等地方譲与税等
２億6,446万１千円２億6,446万１千円

地方交付税地方交付税
28億 6,140万円28億 6,140万円

町債町債
19億 350万円19億 350万円

国・県支出金国・県支出金
15億 9,402万４千円15億 9,402万４千円

自主財源自主財源
24.6％24.6％

依存財源依存財源
75.4％75.4％

一般会計予算 87億 8,000万円87億 8,000万円
（昨年度から17億 8,000万円増額）（昨年度から17億 8,000万円増額）
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